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要　旨
ウェブアクセシビリティJISが2010年に改定されたのを受け、関連する社内ツールを強化しました。ウェブア
クセシビリティJISの検査ツールに関しては、以前からの特長である「大規模サイト検査対応」に加え、「バッ
チ処理」、「達成等級対応」、目視確認作業を考慮した「繰り返し検査」、「検査結果出力」を実現しました。
また、配色に関してはカラー検査ツールを開発し、色覚特性シミュレーション機能とコントラスト判定数式を
用いた検査機能、「推奨色」の提示、文字認識技術による検査の効率化を実現しました。これらは現在、社内
のソフトウェア開発における標準ツールとして活用されています。
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1. はじめに

1998年に米国でリハビリテーション法第508条が改定され、
更に、急速に発展してきたウェブについて、W3C (World Wide
Web Consortium) から、WCAG (Web Content Accessibility
Guidelines) 1.0の勧告があり、システム・製品のアクセシビリ
ティに対する意識が急激に高まりました。この流れを受け、
日本国内でもアクセシビリティに関する規格策定が動き出
し、2004年に「高齢者・障害者等配慮設計指針」、いわゆる
「アクセシビリティJIS（X 8341（やさしい）シリーズ）」が
制定されました。この規格シリーズは、
・第1部：共通指針（2004）
・第2部：情報処理装置（2004）
・第3部：ウェブコンテンツ（2004）
・第4部：電気通信機器（2005）
・第5部：事務機器（2005）
・第6部：ソフトウェア（2011：現在策定中）
から構成されています。このなかで、特に第3部の「ウェブ
コンテンツ」は、インターネットの爆発的な普及に伴って注
目度が高くなり、また、技術の発展にも合わせるようにし
て、2010年8月に改訂版が発行されました 1) 。
私たちは、2004年のJIS初版に合わせ、自動検査ツールを開
発して社内向けに展開してきました 2) 。このたび、JISが改定
されることを受け、そのJISに適合するようツールを改良する

とともに、新たな視点であるカラー検査の自動化にも取り組
み、ツール化を実現しました 3) 。本稿では、JISの主な変更点
やアクセシビリティJISの適合検査ツール、及びカラー検査
ツールの概要を紹介し、今後の社内での活用方法について述
べます。

2. JIS X 8341-3 （2010）の概要と主な変更点

アクセシビリティJISは、さまざまな障がいや加齢による機
能の低下がユーザーにあっても、情報機器やシステムの操作、
サービスの活用ができるように最低限必要な事項が規定され
ています。そのなかで第3部の「ウェブコンテンツ」は、その
情報のほとんどが視覚情報であるために視覚障がい者向けと
とらえられがちですが、リンクのポインティング関連など、
操作に関する内容も記述されています。この規格は2010年に
改定されていますが、基本的な項目に大きな違いはなく、
W3C/WCAGの改訂版2.0に従った達成等級（A、AA、AAAの3
段階）の明確化や、具体的な数値目標や検証方法、適合宣言
の方法などを設定しています。

3. アクセシビリティ関連ツール

私たちは前述のようなアクセシビリティ関連の動向を踏ま
え、アクセシビリティJIS X 8341の第3部（ウェブコンテン
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ツ）に適合しているかどうかを検査するツールと、比較的目
視に頼らざるを得ないカラーに関する検査ツールを開発しま
した。この2つのツールにより、アクセシビリティ検査に要す
る時間が大幅に短縮されました。

3.1 アクセシビリティJIS X 8341-3適合検査ツール
（WEBJUDGE）

「WEBJUDGE」は、JIS X 8341-3の規格をルール化し、そ
れを評価対象のコンテンツのHTMLに当てはめて自動解析す
ることで、そのコンテンツがアクセシビリティJISの規格に適
合しているかどうかを判定するツールです。主な利用シーン
としては、完成したコンテンツのJIS適合性を検査するのはも
ちろんですが、コンテンツ作成時に、その開発フェーズごと
にチェックをし、後戻り工程を少なくすることも可能です。
以下に本ツールの特長を示します。
11) 一括検査：
リンク先を取得し、複数ページを一括して自動検査できる
機能
2) バッチ処理：
ユーザーとの対話を必要とせずに、検査を一括処理する機
能。夜間に検査を開始すれば、評価者が手を加えなくても、
朝に検査が終了しているといった処理を可能にする機能
3) 新JIS対応：
達成等級Aレベル、AAレベルに対応したルールを構築
4) 繰り返し検査機能：
目視確認済み項目を履歴として蓄積し、再検査の際に確認
要求として挙がらないようにする機能
5) 検査結果出力機能：
検査状況の共有、作業結果の開示に活用できる機能
これらの機能により、開発フェーズのなかで、より効率的
に検査を行うことが可能になっています（ 図1 、 図2 ）。

3.2 カラー検査ツール（VISJUDGE）

「VISJUDGE」は、WEBJUDGEで対応できずに目視確認に
依存していた検査項目のなかで、配色に関する検査を支援す
る総合カラー検査ツールです。本ツールは、色覚特性のある
方にとってカラーのコンテンツがどのように見えているのか
をルールに従ってシミュレーションし、色覚特性によっては
見えにくい可能性があることを事前に分かるようにする機能

（ 図3 ）を有しています。また、コンテンツの文字色と背景
色のコントラストから、それがJISに適合しているかどうかを
検査する機能も有しています。

図1   WEBJUDGEによる検査結果

図2   WEBJUDGEによって指摘された修正/確認項目
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図3   色覚特性シミュレーション結果

図4   2色間のコントラスト比較

以下に本ツールの特長を示します。
(1)コントラスト判定数式を用いた2色間のコントラスト比
較を以下のように判定し、JISの達成等級に合った評価を実
現しています（ 図図4 ）。
1) 一般的に見やすいコントラスト
2) 障がい者や高齢者でも最低限見やすいコントラスト
3) 障がい者や高齢者でも十分見やすいコントラスト
(2)コントラスト判定時、条件を満たす「推奨色」を提示し
ます（ 図5 ）。
(3)従来のコントラスト判定作業を省力化するため、文字認
識技術を使い、以下を自動処理します（ 図6 ）。
1) 文字の場所を特定

2) 文字色と背景色を特定
3) 文字色と背景色のコントラストを比較
これらの機能・特長により、検査工数を平均で17%、最大
66%短縮することが可能になりました。また、本ツールは
HTML解析ではなく、画面キャプチャ方式を採用しているた
め、ウェブコンテンツに限らず、カタログなどの作成支援に
も有効であると考えています。
更に、ユーザーとの対話を必要とせずに、検査を一括で処
理するバッチ処理機能を備えているので、夜間に検査を開始
すれば、評価者が手を加えなくても、朝に検査が終了してい
るといった処理が可能となります。
本ツールも、WEBJUDGEと同様、コンテンツの開発フェー
ズのなかで用い、早めに問題点を抽出して後戻り工数を削減
することを目指しています。

図5   コントラストの条件を満たす推奨色提示

図6   文字認識技術による自動判定
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4. 社内への展開

これらのツールは、ソフトウェア開発に関する全社標準
ツールとして、2011年4月から社内で正式に活用されることに
なりました。これをきっかけにNECは、今まで以上にアクセ
シビリティに積極的に取り組んでいきます。
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